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概略： 

イメージングは電子顕微鏡から人工衛星画像にいたるまでの幅広いスケールで
、多様な生命現象の記録と理解に役立っている。今日では超解像顕微鏡やGFP
のように撮影法と可視化法の進歩が目覚しく、私たち研究者が扱う画像の数は
増し、種類も多彩化する一方である。画像を目で見て評価することや、手動で
の測定で長さなど基本的な形質を測ることは重要であるが、膨大化する生物画
像を塩基配列や遺伝子発現情報等と同様に "ビッグデータ" として取り扱い、

コンピュータによってその解析を効率化・自動化しハイスループットでバイア
スの介在しない自動評価が可能になれば、新たな視点での高精度・大規模な研
究 開 発 の 道 が 拓 け る と 期 待 さ れ る 。 
  私たちは主に細胞の蛍光顕微鏡画像を対象に、形、数、向き、流動等の測定
のための多数の解析手法を解析してきた。その一部はフリーソフトウェア 
ImageJ 上で動作するプラグイン集 LPX ImageJ Plugins として現在公開している。
本発表では、この LPX Plugins を例に基本的な生物画像解析の考え方や流れ、
典型的な解析プロトコルを紹介する。  
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